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修士論文概要 

 

「ラピタ土器文様の変遷」 

酒井 中 

本稿の目的はラピタ土器の文様の変遷過程の解明である。

土器文様の分析に先立って放射化年代測定資料のコンテクス

ト、遺跡の立地、遺物の出土状況の検証をおこなった。海岸

付近で発見されることが多いラピタ遺跡では、層位的に恵ま

れた事例は極めて稀であり、層位的に遺物の変遷を追うこと

は出来ないのが一般的である。そのためラピタ文化の編年・

拡散モデルは放射化年代測定値にもとづいて構築されている

が、検討の結果、土器の年代を直接的あるいは密接に結びつ

く資料はほとんど見られない。遺跡の層位的状況・立地環境

からも遺跡間に見られる測定値の差が遺物の新旧関係を反映

しているとは考えにくく、確実な一括廃棄資料も 1例しか存

在しない。 

修士論文・卒業論文発表会 発表風景 

 

2003年度修士論文・卒業論文発表会 

日時：2月12日（木）、13日（金） 

本稿では「人面文様」、「口唇部端面の文様」、「レリー

フ文様」について文様構造の型式分類を行なった。文様は構

造的、技術的な要素単位に分解し比較したところ、同じ文様、

施文部位においても、技術的な違いが生じることが伺えた。 

場所：金沢大学角間キャンパス文学部棟内にて 
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を 6段階に区分した。その結果、ラピタ文化の拡散は西から
東への単純な漸移的拡散ではなく、リーフ/サンタ･クルーズ
諸島からフィジー、トンガへの拡散が比較的早い段階でおこ

なわれ、その一方、リーフ/サンタ･クルーズ諸島、ニュー･
カレドニアからフィジーへの進入時期についても時期差があ

るという理解に達した。 

 
ヤヌザ遺跡出土 皿（筆者実測） 

 

「スーサ出土イスラーム陶器の岩石学的研究」 

西森 正晃 

アッバース朝期のイスラーム陶器は発展段階であるが、不

明瞭な点が多い。本稿ではイラン南西部のスーサとペルシャ

湾岸沿いに位置するシーラーフ採集のイスラーム陶器の胎土

分析を行い、両都市における陶器生産、需要の違いを明らか

にするものである。分析手法として、偏光顕微鏡観察と、胎

土中に含まる鉱物粒子の大きさに注目した。さらに、粒子の

長径に基づいて粒度分析を行い、分布状況に基づいて細粒子

型から粗粒子型まで5種類に分類した。その結果、スーサの陶

器は細粒子型が半数以上を占める「淘汰された」粘土を使用

した上質品が多い一方で、シーラーフの陶器は粗粒子型や大

小様々な粒子が入り乱れた「淘汰

されていない」粘土を使用した、

やや質が悪い製品が多いことが判

明した。陶器の種類別に見ると、

青緑釉陶器では両都市に器種の違

いが見られた。白陶釉器では質に

違いが見られ、両都市で陶器生産

が存在する可能性を指摘すること

ができた。            青緑釉貼付文三耳壷                                     

分析及び考察の結果、粗製深鉢は煮沸具として実用的かつ

効率的な実用品であることが明らかとなった。用途について

は、間接的ではあるが、堅果類に代表される食料資源との関

係性が想定された。そして粗製深鉢に見られる変化は、中期

の気候の寒冷化による食糧事情の変化、それに伴う食物加

工工程の効率化と大きく関

連していると推測された。

つまり粗製深鉢は、気候の

変化に対応するため、食料

の煮沸・作業工程の効率化

という目的のもとに考案さ

れた、極めて実用的な道具

であった可能性が高いと結

論づけることができたので

ある。            栃木県槻沢遺跡出土 

  

東アジア先史土器の「敷物圧痕」について 
                  松永 篤知 

世界各地の先史時代、特に新石器時代に相当する時期の土器

外底面には、編み物や織物、木の葉などの圧痕が残されてい

ることがある。この種の圧痕は一般的に、土器製作時に使わ

れていた敷物の痕跡として理解されている。本論では、これ

らの圧痕を「敷物圧痕」と総称し、東アジアを対象とした分

析・考察を行った。その際、日本の分類法を基本として、若

干の変更・追加を加えた分類案も提示した。その結果、東ア

ジア先史土器の「敷物圧痕」には、汎東アジア的に共通する

特徴もあれば特定の地域・時期に固有の特徴もあるが、いず

れもその背景には当時の土器製作技術や編織技術が大きく関

わっているということが明らかになった。普段軽視されがち

な間接資料からでも、非常に多くの情報を引き出すことが

できた。各種別個に研究されることが多かった「敷物圧痕」

であるが、東アジア的な視点から総括的に分析することに

り、その大枠は捉えることができたものと思う。 よ
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網代編みの組織（2本超え2本潜り1本送り） 

          もじり編みの組織 

 

卒業論文概要 

「縄文時代加曽利E式の粗製土器について」 

相京 和茂 

 縄文土器には、装飾が施された精製土器と地文中心の粗製

土器が存在する。近年、一部の研究者により、両者の明確な

分化が中期後半期まで遡る可能性が指摘されている。 
本稿では、関東地方の中期後半期にあたる加曽利E式の粗
製土器について、深鉢を中心に資料の集成と分析を行なった。

それにより、粗製土器の具体的用途と出現理由の解明を試み

た。 

加曽利E式粗製深鉢 
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